
⑥

　

議
員
研
修
会
が
、
平
成
26
年
５
月
15

日
か
ら
16
日
に
あ
り
、
勉
強
し
ま
し

た
。
５
月
15
日
は
、
鹿
児
島
市
の
ウ
ェ

ル
ビ
ュ
ー
か
ご
し
ま
で
研
修
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
准

教
授
、
飯
田
泰
之
氏
が
、「
世
界
経
済
と

わ
が
国
の
景
気
の
展
望
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、「
鹿
児
島
県
の

教
育
を
支
え
て
い
る
も
の
〜
ひ
と
の
子

も
わ
が
子
も
み
ん
な
地
球
の
子
〜
」
と

題
し
た
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
教
育

長
、
原
之
園
哲
哉
氏
の
講
演
を
聞
き
ま

し
た
。

　

翌
16
日
は
、
鹿
児
島
市
泉
町
に
あ
り

ま
す
十
島
村
役
場
地
域
振
興
課
で
研
修

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
十
島
村
の
定
住

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
で
、
現
在
の

動
向
等
の
説
明
を
受
け
、
定
住
希
望
者

向
け
十
島
村
紹
介
ビ
デ
オ
を
見
た
の
ち
、

町
村
議
会
議
員
研
修
会

議会のうごき議会のうごき

　

こ
れ
か
ら
の
議
会
は
、
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
で
あ
る
こ
と
。
政
策
提
言
能

力
を
議
員
が
持
つ
こ
と
。
又
、
議
会
報

告
会
の
あ
り
方
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等

の
活
用
、
一
般
質
問
の
事
前
広
報
、
移

住
者
模
擬
議
会
、
青
空
会
議
等
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
質
疑
応
答

で
議
員
報
酬
の
基
準
や
議
員
定
数
を
削

減
し
て
も
委
員
会
の
議
論
は
十
分
か
等

が
あ
り
ま
し
た
。

③
講
演
「
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
」

　

民
俗
研
究
家　

結
城
登
美
雄
氏

　

地
域
づ
く
り
の
定
義
と
し
て
、
同
じ

願
い
と
悩
み
を
持
つ
個
人
と
家
族
が
協

力
し
て
、
み
ん
な
の
力
で
実
現
、
解
決

に
当
た
る
こ
と
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

事
例
と
し
て
岩
手
県
の
山
方
村
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

④
講
演
「
政
治
、
経
済
の
現
状
と
行
方
」

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

後
藤
謙
次
氏

　

こ
こ
25
年
間
に
18
人
の
総
理
大
臣
で

安
定
し
た
政
治
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
重
要
５
品
目
か
ら
重
要
５
項

目
に
変
わ
っ
た
こ
と
等
を
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
上
を
総
括
し
て
、
議
会
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、
議
員
間
の
活

発
な
議
論
を
通
じ
町
政
の
監
視
評
価
や

政
策
立
案
、
政
策
提
言
等
、
議
員
の
資

質
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
１
）
期　

日　

 

平
成
26
年
5
月
27
日
〜

28
日

（
２
）
場　

所　

 

東
京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー

ル

（
３
）
参
加
者　

 

約
１
５
０
０
名

　

  　

議
会（
議
長
、副
議
長
、事
務
局
長
）

（
４
）
内　

容

①
基
調
講
演
「
住
民
と
歩
む
地
方
議
会
」

　

山
梨
学
院
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

江
藤　

俊
昭
氏

　

議
会
は
、
自
治
体
の
方
向
を
決
め
る

権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
議
論

を
十
分
し
て
議
決
に
責
任
を
持
ち
、
町

民
に
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

② 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
か
ら
の
町
村

議
会
の
あ
り
方
」

　

山
梨
学
院
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

江
藤　

俊
昭
氏

　

北
海
道
大
空
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

哲
雄
氏

　

神
奈
川
県
大
磯
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
津　

勝
子
氏

　

長
野
県
南
箕
輪
村
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　

悟
郎
氏

　

熊
本
県
御
船
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田　

重
成
氏

全
国
議
長
副
議
長
研
修
会

十島村役場にて

質
疑
応
答
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
庁

の
地
域
政
策
課
に
行
き
、
定
住
化
対
策

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

第
16
回
関
東
大
崎
会
懇
親
・
交
流
の
集
い

（
１
）
期　

日　

平
成
26
年
5
月
18
日

（
２
）
場　

所　
 

渋
谷
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

東
急

（
３
）
参
加
者　

約
１
０
０
名

　

  　

議
会
（
議
長
、
事
務
局
次
長
）

（
４
）
内　

容　

総
会
、
懇
親･

交
流

  　
　
　
　
　
　

来
賓
あ
い
さ
つ（
議
長
）

　

会
員
の
交
流
の
意
義
と
中
学
校
の
統

合
、
野
方
イ
ン
タ
ー
、
有
明
高
校
跡
地

の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
拠
点
施
設
計
画
等
を

報
告
し
ま
し
た
。
又
、
会
員
の
皆
様
が

安
心
し
て
、
大
崎
ふ
る
さ
と
に
帰
郷
出

来
る
よ
う
議
会
と
し
て
、
職
責
を
果
し

て
参
り
ま
す
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

関
東
大
崎
会

県議会庁舎にて

おおさき議会だより No132


